
小田原市ファミリー・サポート・センター管理運営事業計画書　評価の基準・評価票

配点 点数

①
開設日時に関する考え方が明確で、目的をもった設定
となっており、かつ適切である。

② 多くの方が利用できる開設日時が設定されている。

③ 開設日時の拡大に関して努力している。

１０

７

３

０

①
職員（アドバイザー）の配置に関する考え方が適切で
ある。

②
必要な職が確保されるとともに、円滑な運営が可能な
配置となっている。

５

３

０

①
職員（アドバイザー）の研修に関する考え方が明確
で、目的をもった設定となっており、かつ適切であ
る。

② 効果的な研修となっている。

５

３

０

① 個人情報保護等についての考え方が適切である。

②
すでに法人としての個人情報保護方針や対応マニュア
ルを整備している。

５

３

０

配点 点数

① 事業の周知方法についての工夫がみられる。

② 会員の募集から登録までの方法に工夫がみられる。

③
会員の継続の意思確認や今後利用予定のない会員の管
理方法が適切である。

④
その他会員の管理を行うための有益な工夫がみられ
る。

１０

７

３

１

０

開設日時等

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

（３）
職員（アドバイ
ザー）の研修

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか2つに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

（２）
職員（アドバイ
ザー）の配置

上記の全てに該当する。

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

（４）
プライバシー保護
について 上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

２
会
員
の
募
集
、

登
録
、

そ
の
他
の
会
員
組
織
管
理

設問 基準

（１）
会員の募集、登録
について

1

基
礎
的
事
項

設問 基準

（１）

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか3つに該当する。

上記の中でいずれか2つに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

1



配点 点数

① 継続的な支援を行えるように工夫がされている。

② マッチングが最短時間で行えるように工夫している。

③
個々の相互援助活動の状況を十分に把握できる方策を
とっている。

④
会員が安心・安全な活動を行えるように、アドバイ
ザーが果たすべき役割についての考え方が適切であ
る。

１０

７

３

１

０

配点 点数

① 会員に配慮した事務手順となっている。

②
会員の負担を緩和できるような具体的な工夫がされて
いる。

③ その他特別な工夫があり、有益である。

１０

７

３

０

配点 点数

①
支援会員の登録時の研修内容、開催回数・時期・曜日
等は適当である。

②
登録後の会員の研修内容、開催回数・時期・曜日等は
適当である。

③
交流会の内容、開催回数・時期・曜日等は適当であ
る。

④ 会報の発行に対する考え方が適当である。

１０

７

３

１

０

３

相
互
援
助
活
動
の
調
整
等

設問 基準

（１）相互援助活動

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか3つに該当する。

上記の中でいずれか2つに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

４
産
前
産
後
家
事
支
援
活
動
の
調
整
等

設問 基準

（１）
産前産後の家事支
援等

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか2つに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

５

研
修
・
交
流
会
等
の
実
施

設問 基準

（１）
研修・交流会等の
実施

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか3つに該当する。

上記の中でいずれか2つに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

2



配点 点数

①
地域リーダーの役割を理解し、配置について適切な考
えを持っている。

②
地域や関係機関との連携について前向きな姿勢がみら
れる。

１０

５

０

配点 点数

①
様々な事故を想定し、対応策も具体的で現実的であ
り、保険加入も行われる。

②
法人としての対応マニュアルの作成や訓練を実施して
いる。

③ 会員ニーズの把握方法が適切である。

④ 課題意識をもち、課題解決に向けた意欲がある。

１０

７

３

１

０

配点 点数

１０

７

３

０

６
地
域
、

関
係
機
関
と
の
連
携

設問 基準

（１）
地域、関係機関と
の連携

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

どちらかといえば有益である。

全く該当しない。

７

そ
の
他

設問 基準

（１）事業の充実

上記の全てに該当する。

上記の中でいずれか3つに該当する。

上記の中でいずれか2つに該当する。

上記の中でいずれか1つに該当する。

全く該当しない。

どちらかといえば有益ではない。

有益ではない。

3

８

特
記

設問 基準

（１）
事業者の特徴や強
み

非常に有益である。


